
大
会
は
歌
川
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
代
議
員
定

数
26
人
中
24
人
の
出
席
を
確

認
し
て
大
会
の
成
立
を
承
認
。

議
長
団
に
は
、
議
長
に
宍

戸
（
宮
城
）
、
副
議
長
に
は

山
田
（
福
島
）
両
代
議
員
を

選
出
し
た
。

地
本
を
代
表
し
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
大
沼
委
員
長
は
、

国
労
の
旗
の
も
と
団
結
し
て

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
く
決

意
を
代
議
員
・
関
係
者
に
訴

え
た
。
【
左
記
に
要
旨
】

来
賓
と
し
て
東
日
本
本
部

を
代
表
し
菊
池
委
員
長
か
ら

は
、
安
保
法
制
を
め
ぐ
る
闘

い
を
は
じ
め
と
し
た
諸
課
題

等
に
つ
い
て
報
告
と
提
起
が

さ
れ
た
（
二
面
参
照
）
。

議
事
に
入
り
、
決
算
・
協

定
・
経
過
に
つ
い
て
質
疑

は
な
く
、
拍
手
で
承
認
さ
れ

た
。
一
時
休
会
し
、
地
方
労

働
講
座
を
挟
ん
で
機
関
紙
表

彰
を
行
い
一
日
目
の
議
事
は

終
了
。

運
動
方
針
に
対
す
る
質
疑

で
は
17
人
が
発
言
。

代
議
員
の
発
言
を
受
け
て

の
書
記
長
集
約
が
行
わ
れ
、

全
体
の
拍
手
で
運
動
方
針

が
承
認
さ
れ
た
。
ス
ト
権

一
票
投
票
で
は
出
席
代
議

員
25
人
（
欠
席
1
人
）
中
、

賛
成
24

人
、
反
対
1
人
で

ス
ト
権
を
確
立
。

役
員
改
選
で
は
会
計
監
査

員
一
人
が
交
代
。

大
会
宣
言
の
採
択
後
、
閉

会
の
あ
い
さ
つ
は
中
島
副

委
員
長
が
行
い
、
大
沼
委

員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
終
了
し
た
。

※
代
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
は
別
途
機
関
紙
に
掲
載

す
る
予
定

【
昌
】

機
関
紙
表
彰

○
郡
工
情
報

郡
工
支
部

○
分
会
通
信郡

工
貨
物
分
会

○
団
結

仙
総
所
支
部

○
ろ
ば
た

東
工
所
分
会

執
行
委
員
長

大
沼

元

宮

城

執
行
副
委
員
長

中
島

利
彦

宮

城

歌
川

弘

福

島

書
記
長

原
子

清
貴

仙

総

執
行
委
員

曽
我

浩
之

宮

城

武
田

昌
仙

山

形

佐
藤

勝

宮

城

五
十
嵐

敬

福

島

千
葉

弘

宮

城

会
計
監
査
員

武
田

忠

仙

総

阿
部

政
雄

郡

工

千
葉

祐
悦

宮

城

宮
城
県
支
部

加
藤

幹
男
（
仙
宮
運
輸
区
）

宍
戸

康

（
仙
台
保
線
区
）

伊
藤

稔
（
仙
台
建
築
）

阿
部

義
広
（
仙
台
電
力
区
）

千
葉

覚

（
仙
石
線
駅
連
）

長
谷
川
義
浩
（
貨
物
宮
城
）

家
子
榮
悦
（
小
牛
田
運
輸
区
）

福
島
県
支
部

山
田

明
彦

（
福
島
地
区
）

千
葉

敏
弘
（
郡
山
駅
連
）

橋
本

好
衛
（
貨
物
福
島
）

郡
山
工
場
支
部

渡
辺

貞
治

（
車
体
科
）

仙
台
総
合
車
両
支
部

伊
藤

清
志

（
運
転
）

鈴
木

英
弘

（
車
体
）

山
口

智

（
車
体
）

東
北
自
動
車
支
部

岩
崎

宏

（
青
森
）

山
形
県
支
部

青
砥

淳
泰

（
新
庄
連
合
）

第２７２６号 国労せんだい ２０１６年１０月１０日

団結 抵抗 統一

Ｎo . 2726
2016年10月10日
発行責任者 大沼 元

編集責任者 武田 昌仙

9
・
5

フ
ク
シ
マ
交
流
事
務
局
会
議

9
・
10

各
支
部
組
織
部
長
会
議

9
・
11

東
日
本
ゴ
ル
フ
大
会

9
・
17

秋
田
地
本
・
山
形
県
支
部
不
当
配
転
者
交
流
会

9
・
19

戦
争
法
廃
止
！
9
・
19
国
会
正
門
前
行
動

9
・
22

さ
よ
う
な
ら
原
発
・
さ
よ
う
な
ら
戦
争
大
集
会

9
・
25-

26

第
71
回
定
期
地
方
大
会

9
・
28

16
年
度
冬
期
対
策
提
案

 
地
方
本
部
は
第
71
回
定
期
地
方
大
会
を
9
月
25
・
26
日
の
両

日
、
松
島
町
に
お
い
て
開
催
し
た
。

 
大
会
で
は
、
労
働
条
件
改
善
、
安
全
問
題
、
組
織
強
化
拡
大
、

17
春
闘
な
ど
諸
課
題
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
運
動
方
針
な

ど
全
議
案
を
承
認
、
決
定
し
た
。

▼
震
災
と
復
興
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
5
年
半
経
過
。
公

共
交
通
企
業
の
労
組
と
し
て

で
き
る
被
災
者
支
援
を
継
続

し
て
い
く
。
今
な
お
約
10
万

人
が
県
内
外
で
避
難
、
仮
設

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

被
災
線
区
の
再
建
は
、
自
治

体
・
住
民
の
理
解
を
得
て
再

建
と
本
格
運
行
を
求
め
る
。

常
磐
線
16
年
中
に
仙
台
か
ら

原
ノ
町
へ
。
気
仙
沼
線
は
鉄

路
で
の
復
興
を
Ｊ
Ｒ
が
断
念
、

Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
。
只
見
線
は
4
つ

の
再
建
案
が
示
さ
れ
協
議
中
。

関
係
個
所
と
連
携
し
対
応
を

し
て
い
く
。

▼
政
治
状
況
。
参
議
院
選
は
、

自
公
与
党
圧
勝
、
自
民
単
独

過
半
数
、
改
憲
勢
力
の
三
分

の
二
を
許
し
た
。
多
く
の
国

民
と
我
々
の
優
先
課
題
と
か

い
離
、
総
括
が
求
め
ら
れ
る
。

宮
城
、
福
島
、
山
形
で
は
野

党
統
一
候
補
を
推
薦
し
勝
利
。

成
果
と
課
題
を
次
期
衆
院
選

挙
に
活
か
す
。

安
全
保
障
関
連
法
が
成
立
し

一
年
経
過
。
戦
争
法
の
廃
止

に
向
け
今
後
も
粘
り
強
く
取

組
む
。

▼
組
織
強
化
拡
大
。
目
標
は

多
数
派
組
合
だ
が
現
実
は
少

数
。
要
求
の
多
数
派
か
ら
組

織
の
多
数
派
へ
、
あ
ら
た
め

て
確
認
し
た
い
。
こ
の
一
年

間
で
、
地
本
9
人
、
エ
リ
ア

28
人
拡
大
。
3
月
に
5
人
を

拡
大
し
た
郡
山
駅
連
合
の
取

組
み
に
学
び
あ
う
こ
と
。

06
年
と
08
年
の
一
括
和
解
の

土
台
が
あ
っ
て
現
在
の
差
別

の
解
消
と
組
織
拡
大
の
実
績

が
あ
る
。
加
入
し
た
若
い
組

合
員
が
自
信
を
持
っ
て
活
動

で
き
る
組
合
を
作
り
上
げ
よ

う
。

▼
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
。

昨
年
11
月
に
大
型
重
機
に
挟

ま
れ
組
合
員
が
労
災
死
亡
し

た
事
故
か
ら
10
ヶ
月
経
過
。

育
英
義
援
金
の
協
力
に
感
謝

す
る
。
一
周
忌
を
目
途
に
ご

遺
族
へ
届
け
た
い
。
事
故
原

因
の
特
定
は
な
い
が
、
機
械

点
検
時
の
エ
ン
ジ
ン
稼
働
が

労
安
法
違
反
と
の
指
導
が
仙

建
に
。
関
係
者
に
つ
い
て
も

不
起
訴
で
あ
り
一
定
の
事
故

処
理
は
終
了
し
た
が
、
地
本

は
再
度
原
因
と
安
全
対
策
を

支
社
に
求
め
て
い
く
。

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と

職
場
労
働
条
件
改
善
の
闘
い

は
、
労
働
組
合
の
生
命
線
。

安
全
・
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
、

行
き
過
ぎ
の
効
率
化
・
合
理

化
に
は
反
対
の
運
動
を
提
起

し
て
い
く
。

「
駅
あ
り
」
「
設
備
メ
ン
テ
」

「
車
両
メ
ン
テ
」
等
各
施
策

の
問
題
や
課
題
は
深
ま
っ
て

い
る
。
職
場
実
態
か
ら
改
善

運
動
・
労
働
運
動
を
作
り
上

げ
て
い
く
。

▼
エ
ル
ダ
ー
先
で
の
直
接
交

渉
。
不
十
分
だ
が
一
部
窓
口

が
作
ら
れ
た
。
36
協
定
締
結

を
め
ぐ
る
代
表
選
挙
の
取
組

み
も
実
施
。
窓
口
間
の
信
頼

を
高
め
つ
つ
、
労
使
間
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
労
働
協
約

締
結
を
目
指
す
。

地本大沼委員長



▼
平
和
と
民
主
主
義
。
自
民

圧
勝
、
参
議
院
で
の
改
憲
発

議
可
能
に
。
8
月
に
第
三
次

安
倍
改
造
内
閣
発
足
。
働
き

方
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
、

長
時
間
労
働
の
是
正
を
検
討

の
一
方
で
残
業
代
ゼ
ロ
、
基

本
法
改
悪
、
臨
時
国
会
で
の

立
法
化
を
目
指
し
て
い
る
。

改
憲
に
向
け
た
動
き
も
強

め
ら
れ
て
い
る
。
働
く
者
の

団
結
で
安
倍
政
権
の
暴
走
を

許
さ
な
い
。

▼
東
日
本
大
震
災
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

5
年
半
経
過
。
今
も
福
島
県

民
9
万
人
以
上
が
避
難
生
活
。

常
磐
線
全
線
開
通
を
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て

復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
政
府

方
針
だ
が
課
題
が
山
積
。
働

く
者
の
安
全
と
安
心
の
確
保

に
向
け
仙
台
・
水
戸
と
連
携

し
、
取
組
み
を
強
め
る
。
伊

方
・
高
浜
・
川
内
等
再
稼
働

が
進
め
ら
れ
て
お
り
反
対
の

取
組
み
に
全
力
を
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
一
括

和
解
以
降
２
１
９
人
、
昨
年

は
東
日
本
で
28
人
が
加
入
。

し
か
し
拡
大
を
大
幅
に
上

回
る
退
職
者
。
組
織
は
待
っ

た
な
し
の
状
態
。

最
大
の
差
別
と
言
わ
れ
た

昇
進
差
別
だ
が
、
現
在
は
千

百
人
超
の
主
任
職
。
百
人
を

超
え
る
主
務
職
、
30
人
近
い

助
役
・
専
任
職
の
発
令
。
若

手
が
国
労
を
選
択
す
る
に
あ

た
り
、
差
別
や
偏
見
の
な
い

組
織
で
あ
る
こ
と
、
職
場
の

中
心
に
国
労
が
座
っ
て
い
る

証
だ
と
考
え
る
。
関
連
会
社

の
仲
間
の
組
織
化
に
向
け
た

取
組
み
の
強
化
を
。

9
月
17
日
、
新
庄
市
内
に

お
い
て
、
山
形
地
区
不
当
配

転
者
激
励
交
流
集
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
前
後

し
て
秋
田
県
内
か
ら
山
形
県

内
に
強
制
配
転
さ
れ
た
仲
間

達
を
激
励
し
、
ま
た
一
日
も

早
く
地
元
や
希
望
す
る
勤
務

地
へ
戻
れ
る
よ
う
、
秋
田
・

仙
台
地
方
本
部
の
取
り
組
み

を
確
認
す
る
場
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
。

会
は
新
庄
地
区
協
議
会
若

野
議
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま

り
、
続
い
て
主
催
者
を
代
表

し
て
山
形
県
支
部
原
田
委
員

長
が
、
会
の
前
段
に
当
事
者

を
交
え
て
東
日
本
本
部
、
各

地
方
本
部
が
会
議
を
持
っ
た

こ
と
を
報
告
し
、
そ
の
中
で

「
精
度
を
上
げ
た
異
動
希
望

者
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
改
め

て
本
社
・
支
社
へ
の
要
請
を

す
る
」
こ
と
を
確
認
し
た
と

報
告
し
た
。

ま
た
来
賓
の
エ
リ
ア
本
部

佐
藤
書
記
長
は
、
「
支
社
跨

り
の
配
転
問
題
は
、
一
括
和

解
以
降
強
く
改
善
を
求
め
て

お
り
、
労
働
協
約
の
改
訂
交

渉
で
も
最
重
要
課
題
と
し
て

扱
っ
て
い
る
。
状
況
も
刻
々

と
変
化
し
て
お
り
、
し
っ
か

り
と
把
握
し
改
め
て
改
善
を

図
り
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
仙
台
地
本
原
子

書
記
長
と
秋
田
地
本
佐
藤
委

員
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
取
組
み
と
現
状
報
告
を

行
っ
た
。

会
で
は
各
地
区
や
分
会
ご

と
に
参
加
者
全
員
の
紹
介
が

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
報

告
に
対
し
激
励
と
笑
い
に
包

ま
れ
て
盛
会
の
内
に
散
会
し

た
。

【
昌
】

※
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

原
子
清
貴

原
田
好
太
郎

佐
藤
正
幸

相
馬

厚

山
王
丸
正
寿

能
登
井
康
夫

東
海
林
茂

青
砥
淳
泰

菊
地

勉

菊
地
浩
之

若
野
伸
一

山
口
恒
好

斉
藤
正
人

小
松
田
良
司

佐
藤
浩
一

後
藤
重
文

高
橋

毅

高
橋
芳
美

加
賀
谷
章
夫

宮
崎
和
孝

米
谷
博
幸

小
嶋
敏
明

佐
野
誠
司

柴
田

哲

石
山

稔

佐
藤
博
之

日
高
則
男

山
本
文
英

佐
藤
智
恵
美

第
4
回
国
労
東
日
本
本
部

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
9

月
12
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市

サ
ン
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
各
地

方
本
部
の
腕
自
慢
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー

精
鋭
が
参
戦
し
全
13
チ
ー
ム

で
熾
烈
な
戦
い
を
繰
り
広
げ

た
結
果
、
仙
台
チ
ー
ム
は
第

5
位
（
4
人
合
計
３
６
７
）

と
健
闘
し
ま
し
た
。

仙
台
地
本
チ
ー
ム
（
小
野

孝
一
、
菊
地
浩
喜
、
小
林
秀

男
、
村
上
晃
一
組
合
員
で
15

年
10
月
開
催
仙
台
地
本
ゴ
ル

フ
大
会
成
績
上
位
4
人
）
は
、

小
野
・
菊
地
・
東
京
八
王
子

2
名
と
小
林
・
村
上
・
上
野

2
名
の
4
人
一
組
で
競
技
し
,

、
素
晴
ら
し
い
成
績
で
上
位

入
賞
し
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
東
日
本
本

部
佐
藤
書
記
長
が
、
「
最
重

要
課
題
で
あ
る
組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
に
弾
み
を

つ
け
て
全
力
で
頑
張
ろ
う
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

【
弘
】

団
体
成
績

優
勝

大
宮
地
区
本
部

（
グ
ロ
ス
4
人
合
計
３
４
９
）

準
優
勝

神
奈
川
地
区
本
部

（
同
３
５
３
）

第
3
位

水
戸
地
本

（
同
３
５
６
）

個
人
成
績

優
勝

神
奈
川
地
区
本
部

石
川

隆
さ
ん
（
40
・
37
）

準
優
勝

水
戸
地
本

中
村
賢
一
さ
ん
（
42
・
39
）

第
3
位

大
宮
地
区
本
部

酒
井

隆
（
42
・
40
）

仙
台
地
本

第
14
位

菊
地
浩
喜
さ
ん
（
46
・
43
）

第
15
位

村
上
晃
一
さ
ん
（
46
・
44
）

第
17
位

小
林
秀
男
さ
ん
（
45
・
45
）

第
34
位

小
野
孝
一
さ
ん
（
48
・
50
）

第２７２６号 国労せんだい ２０１６年１０月１０日

団結 抵抗 統一

日
時

11
月
12
（
土
）

受
付

10
時
30
～

集
合
場
所

ニ
ュ
ー
新
橋
ビ
ル
地
下
2

階
会
議
場

参
加
申
し
込
み
は
地
本
ま
で
！

来
賓
あ
い
さ
つ

（
挨
拶
順
・
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党辻

隆
一

☆
日
本
共
産
党天

下
み
ゆ
き

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

佐
々
木
俊
彦

☆
東
北
労
金
宮
城
県
本
部

佐
藤

隆
雄

☆
退
職
者
の
会
仙
台
地
連

沼
下

清
一

☆
全
交
共
済
生
協

橋
本

昭
二

伊
賀

泰

☆
国
労
東
北
協
議
会

佐
々
木

力

☆
国
労
議
員
団石

川

建
治

松
崎

新

長
沢

勝
幸

☆
国
労
東
日
本
本
部

菊
池

忠
志

▼
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
。
重

大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
続
い
て
い

る
。
問
題
改
善
に
向
け
た
取
組

み
を
強
化
す
る
。

労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
改

定
要
求
、
エ
ル
ダ
ー
制
度
、
労

働
契
約
法
20
条
に
つ
い
て
も
申

し
入
れ
実
施
。
貨
物
の
要
求
、

関
東
貨
物
協
と
連
携
し
取
組
み

を
進
め
て
い
る
。

全
て
の
取
組
み
を
通
し
組
織

拡
大
に
結
実
さ
せ
る
こ
と
。

全
組
合
員
が
共
通
の
認
識
と

し
て
取
組
み
を
進
め
よ
う
。

「
戦
争
法
」
と
い
わ
れ
る
安

全
保
障
関
連
法
が
昨
年
９
月
19

日
に
強
行
採
決
さ
れ
て
一
年
。

国
会
前
に
は
戦
争
法
廃
止
を

求
め
る
市
民
や
労
働
者
ら
約
2

万
3
千
人
が
結
集
し
、
抗
議
の

声
を
上
げ
た
。
仙
台
地
本
か
ら

も
参
加
者
が
あ
っ
た
。

集
会
の
主
催
者
は
、
戦
争
を

さ
せ
な
い
・
9
条
壊
す
な
！
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
。

同
委
員
会
は
、
戦
争
法
廃
止

を
求
め
る
署
名
活
動
や
大
衆
的

な
運
動
を
軸
に
、
先
の
参
議
院

選
挙
で
は
4
野
党
統
一
候
補
の

実
現
に
向
け
一
翼
を
担
っ
た
。

【
昌
】

戦争法強行一年。国会前には国労組合員も結集した

交流前夜祭で、仙台地本の代表として紹介される各氏


